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成
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十
八
年
厚
生
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働
省
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目
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六
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）

第
二
章
　
貸
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照
表
（
第
七
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第
三
章
　
損
益
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第
十
七
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第
二
十
一
条
）

第
四
章
　
補
則
（
第
二
十
二
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
医
療
法
人
会
計
の
基
準
）

第
一
条
　
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
第
二
項
に
規
定

す
る
医
療
法
人
（
以
下
「
医
療
法
人
」
と
い
う
。
）
は
、

こ
の
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
（
以
下
「
貸
借
対
照
表
等
」
と
い
う
。
）

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
他
の
法
令

に
規
定
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
会
計
の
原
則
）

第
二
条
　
医
療
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
原
則
に
よ
っ
て
、

会
計
処
理
を
行
い
、
貸
借
対
照
表
等
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
財
政
状
態
及
び
損
益
の
状
況
に
つ
い
て
真
実
な
内

容
を
明
瞭
に
表
示
す
る
こ
と
。

二
　
全
て
の
取
引
に
つ
い
て
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に

よ
っ
て
、
正
確
な
会
計
帳
簿
を
作
成
す
る
こ
と
。

三
　
採
用
す
る
会
計
処
理
の
原
則
及
び
手
続
並
び
に
貸

借
対
照
表
等
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
は
、
毎
会
計
年

度
継
続
し
て
適
用
し
、
み
だ
り
に
こ
れ
を
変
更
し
な

い
こ
と
。

四
　
重
要
性
の
乏
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
貸
借
対
照

表
等
を
作
成
す
る
た
め
に
採
用
し
て
い
る
会
計
処
理

の
原
則
及
び
手
続
並
び
に
表
示
方
法
の
適
用
に
際
し

て
、
本
来
の
厳
密
な
方
法
に
よ
ら
ず
、
他
の
簡
便
な

方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
重
要
な
会
計
方
針
の
記
載
）

第
三
条
　
貸
借
対
照
表
等
を
作
成
す
る
た
め
に
採
用
し
て

い
る
会
計
処
理
の
原
則
及
び
手
続
並
び
に
表
示
方
法
そ

の
他
貸
借
対
照
表
等
を
作
成
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る

事
項
（
次
条
に
お
い
て
「
会
計
方
針
」
と
い
う
。
）
で

次
に
掲
げ
る
事
項
は
、
損
益
計
算
書
の
次
に
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
重
要
性
の
乏
し
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
資
産
の
評
価
基
準
及
び
評
価
方
法

二
　
固
定
資
産
の
減
価
償
却
の
方
法

三
　
引
当
金
の
計
上
基
準

四
　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
会
計
処
理
の
方
法

五
　
そ
の
他
貸
借
対
照
表
等
作
成
の
た
め
の
基
本
と
な

る
重
要
な
事
項

（
会
計
方
針
の
変
更
に
関
す
る
記
載
）

第
四
条
　
会
計
方
針
を
変
更
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
、

変
更
の
理
由
及
び
当
該
変
更
が
貸
借
対
照
表
等
に
与
え

て
い
る
影
響
の
内
容
を
前
条
の
規
定
に
よ
る
記
載
の
次

に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
総
額
表
示
）

第
五
条
　
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
資
産
、
負
債
及
び
純
資

産
並
び
に
損
益
計
算
書
に
お
け
る
収
益
及
び
費
用
は
、

原
則
と
し
て
総
額
を
も
っ
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
金
額
の
表
示
の
単
位
）

第
六
条
　
貸
借
対
照
表
等
に
係
る
事
項
の
金
額
は
、
千
円

単
位
を
も
っ
て
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
貸
借
対
照
表

（
貸
借
対
照
表
の
表
示
）

第
七
条
　
貸
借
対
照
表
は
、
会
計
年
度
の
末
日
に
お
け
る

全
て
の
資
産
、
負
債
及
び
純
資
産
の
状
況
を
明
瞭
に
表

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
貸
借
対
照
表
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
り
記
載
す
る
も

の
と
す
る
。

（
貸
借
対
照
表
の
区
分
）

第
八
条
　
貸
借
対
照
表
は
、
資
産
の
部
、
負
債
の
部
及
び

純
資
産
の
部
に
区
分
し
、
更
に
、
資
産
の
部
を
流
動
資

産
及
び
固
定
資
産
に
、
負
債
の
部
を
流
動
負
債
及
び
固

定
負
債
に
、
純
資
産
の
部
を
出
資
金
、
基
金
、
積
立
金

及
び
評
価
・
換
算
差
額
等
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
産
の
評
価
原
則
）

第
九
条
　
資
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
価
額
を
も
っ
て

貸
借
対
照
表
価
額
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
当
該
資
産
の
取
得
の
た
め
に
通
常
要
す
る
価
額
と

比
較
し
て
著
し
く
低
い
価
額
で
取
得
し
た
資
産
又
は
受

贈
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
た
資
産
に
つ
い
て

は
、
取
得
時
に
お
け
る
当
該
資
産
の
取
得
の
た
め
に
通

常
要
す
る
価
額
を
も
っ
て
貸
借
対
照
表
価
額
と
す
る
。

（
固
定
資
産
の
評
価
）

第
十
条
　
固
定
資
産
（
有
形
固
定
資
産
及
び
無
形
固
定
資

産
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
項
及
び
第
三
項
の
場

合
を
除
き
、
そ
の
取
得
価
額
か
ら
減
価
償
却
累
計
額
を

控
除
し
た
価
額
を
も
っ
て
貸
借
対
照
表
価
額
と
す
る
。

２
　
固
定
資
産
（
次
条
に
規
定
す
る
有
価
証
券
及
び
第
十

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金
銭
債
権
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
は
、
資
産
の
時
価
が
著
し
く
低
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
回
復
の
見
込
み
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
を
除

き
、
時
価
を
も
っ
て
貸
借
対
照
表
価
額
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
、
使
用
価
値
が
時

価
を
超
え
る
場
合
に
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
取
得
価
額
か
ら
減
価
償
却
累
計
額
を
控
除
し

た
価
額
を
超
え
な
い
限
り
に
お
い
て
使
用
価
値
を
も
っ

て
貸
借
対
照
表
価
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
有
価
証
券
の
評
価
）

第
十
一
条
　
市
場
価
格
の
あ
る
有
価
証
券
（
満
期
ま
で
所

有
す
る
意
図
を
も
っ
て
保
有
す
る
債
券
（
満
期
ま
で
所

有
す
る
意
図
を
も
っ
て
取
得
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を

除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
時
価
を
も
っ
て
貸
借
対
照
表

価
額
と
す
る
。

（
金
銭
債
権
の
評
価
）

第
十
二
条
　
未
収
金
及
び
貸
付
金
そ
の
他
の
金
銭
債
権
に

つ
い
て
は
、
徴
収
不
能
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

貸
倒
引
当
金
と
し
て
当
該
徴
収
不
能
の
見
込
額
を
控
除

す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
取
得
価
額
か
ら
貸
倒
引

当
金
を
控
除
し
た
金
額
を
貸
借
対
照
表
価
額
と
す
る
。

（
出
資
金
）

第
十
三
条
　
出
資
金
に
は
、
持
分
の
定
め
の
あ
る
医
療
法

人
に
社
員
そ
の
他
法
人
の
出
資
者
が
出
資
し
た
金
額
を

計
上
す
る
も
の
と
す
る
。

（
基
金
）

第
十
四
条
　
基
金
に
は
、
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
三
十
条
の
三
十
七
の
規

定
に
基
づ
く
基
金
（
同
令
第
三
十
条
の
三
十
八
の
規
定

に
基
づ
き
返
還
さ
れ
た
金
額
を
除
く
。
）
の
金
額
を
計

上
す
る
も
の
と
す
る
。

（
積
立
金
）

第
十
五
条
　
積
立
金
に
は
、
当
該
会
計
年
度
以
前
の
損
益

を
積
み
立
て
た
純
資
産
の
金
額
を
計
上
す
る
も
の
と
す

る
。

２
　
積
立
金
は
、
設
立
等
積
立
金
、
代
替
基
金
及
び
繰
越

利
益
積
立
金
そ
の
他
積
立
金
の
性
質
を
示
す
適
当
な
名

称
を
付
し
た
科
目
を
も
っ
て
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
評
価
・
換
算
差
額
等
）

第
十
六
条
　
評
価
・
換
算
差
額
等
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目

の
区
分
に
従
い
、
当
該
項
目
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科

目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
（
純
資
産
の
部
に

計
上
さ
れ
る
そ
の
他
有
価
証
券
の
評
価
差
額
を
い

う
。
）

二
　
繰
延
ヘ
ッ
ジ
損
益
（
ヘ
ッ
ジ
対
象
に
係
る
損
益
が

認
識
さ
れ
る
ま
で
繰
り
延
べ
ら
れ
る
ヘ
ッ
ジ
手
段
に

係
る
損
益
又
は
時
価
評
価
差
額
を
い
う
。
）

第
三
章
　
損
益
計
算
書

（
損
益
計
算
書
の
表
示
）

第
十
七
条
　
損
益
計
算
書
は
、
当
該
会
計
年
度
に
属
す
る

全
て
の
収
益
及
び
費
用
の
内
容
を
明
瞭
に
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
損
益
計
算
書
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
り
記
載
す
る
も

の
と
す
る
。

（
損
益
計
算
書
の
区
分
）

第
十
八
条
　
損
益
計
算
書
は
、
事
業
損
益
、
経
常
損
益
及

び
当
期
純
損
益
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
損
益
）

第
十
九
条
　
事
業
損
益
は
、
本
来
業
務
事
業
損
益
、
附
帯

業
務
事
業
損
益
及
び
収
益
業
務
事
業
損
益
に
区
分
し
、

本
来
業
務
（
医
療
法
人
が
開
設
す
る
病
院
、
医
師
若
し

く
は
歯
科
医
師
が
常
時
勤
務
す
る
診
療
所
、
介
護
老
人

保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
に
係
る
業
務
を
い
う
。
）
、

附
帯
業
務
（
医
療
法
人
が
行
う
法
第
四
十
二
条
各
号
に

掲
げ
る
業
務
を
い
う
。
）
又
は
収
益
業
務
（
法
第
四
十

二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
収
益
業
務
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
事
業
活
動
（
次
条
に
お
い
て
「
事
業
活

動
」
と
い
う
。
）
か
ら
生
ず
る
収
益
及
び
費
用
を
記
載

し
て
得
た
各
事
業
損
益
の
額
及
び
各
事
業
損
益
の
合
計

額
を
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。

（
経
常
損
益
）

第
二
十
条
　
経
常
損
益
は
、
事
業
損
益
に
、
事
業
活
動
以

外
の
原
因
か
ら
生
ず
る
損
益
で
あ
っ
て
経
常
的
に
発
生

す
る
金
額
を
加
減
し
て
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。

（
当
期
純
損
益
）

第
二
十
一
条
　
当
期
純
損
益
は
、
経
常
損
益
に
、
特
別
損

益
と
し
て
臨
時
的
に
発
生
す
る
損
益
を
加
減
し
て
税
引

前
当
期
純
損
益
を
計
上
し
、
こ
こ
か
ら
法
人
税
そ
の
他

利
益
に
関
連
す
る
金
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る

租
税
の
負
担
額
を
控
除
し
た
金
額
を
計
上
す
る
も
の
と

す
る
。第

四
章
　
補
則

（
貸
借
対
照
表
等
に
関
す
る
注
記
）

第
二
十
二
条
　
貸
借
対
照
表
等
に
は
、
そ
の
作
成
の
前
提

と
な
る
事
項
及
び
財
務
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

次
に
掲
げ
る
事
項
を
注
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
重
要
性
の
乏
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
注
記
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
継
続
事
業
の
前
提
に
関
す
る
事
項

二
　
資
産
及
び
負
債
の
う
ち
、
収
益
業
務
に
関
す
る

事
項

三
　
収
益
業
務
か
ら
の
繰
入
金
の
状
況
に
関
す
る
事
項

四
　
担
保
に
供
さ
れ
て
い
る
資
産
に
関
す
る
事
項

五
　
法
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
関
係
事
業
者

に
関
す
る
事
項

六
　
重
要
な
偶
発
債
務
に
関
す
る
事
項

七
　
重
要
な
後
発
事
象
に
関
す
る
事
項

八
　
そ
の
他
医
療
法
人
の
財
政
状
態
又
は
損
益
の
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

1



附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
九
年
四
月
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
二
二
日
厚
生
労
働

省
令
第
三
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
二
月
一
三
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
四
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令

第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に

よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

様
式
第
一
号
（
第
七
条
関
係
）

様式第一号(第七条関係) 

 法人名                           ※医療法人整理番号           

 所在地                           

 

貸 借 対 照 表 

(令和  年  月  日現在) 

(単位：千円) 

資 産 の 部 負 債 の 部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

Ⅰ 流 動 資 産 

  現 金 及 び 預 金 

  事 業 未 収 金 

  有 価 証 券 

  た な 卸 資 産 

  前 渡 金 

  前 払 費 用 

  そ の 他 の 流 動 資 産 

Ⅱ 固 定 資 産 

 1 有 形 固 定 資 産 

  建 物 

  構 築 物 

  医 療 用 器 械 備 品 

  そ の他の器 械備 品 

  車 両 及 び 船 舶 

  土 地 

  建 設 仮 勘 定 

  その他の有形固定資産 

 2 無 形 固 定 資 産 

  借 地 権 

  ソ フ ト ウ ェ ア 

  その他の無形固定資産 

 3 そ の 他 の 資 産 

  有 価 証 券 

  長 期 貸 付 金 

   保有医療機関債 

   その他長期貸付金 

  役職員等長期貸付金 

  長 期 前 払 費 用 

  繰 延 税 金 資 産 

  そ の他の固定資産 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

Ⅰ 流 動 負 債 

  支 払 手 形 

  買 掛 金 

  短 期 借 入 金 

  未 払 金 

  未 払 費 用 

  未 払 法 人 税 等 

  未 払 消 費 税 等 

  前 受 金 

  預 り 金 

  前 受 収 益 

  ○ ○ 引 当 金 

  そ の他の流 動負 債 

Ⅱ 固 定 負 債 

  医 療 機 関 債 

  長 期 借 入 金 

  繰 延 税 金 負 債 

  ○ ○ 引 当 金 

  そ の他の固 定負 債 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

負 債 合 計 ××× 

純 資 産 の 部 

科 目 金 額 

Ⅰ 基 金 

Ⅱ 積 立 金 

  代 替 基 金 

  ○ ○ 積 立 金 

  繰越利益積立金 

Ⅲ 評価・換算差額等 

  その他有価証券評価差額金 

  繰延ヘッジ損益 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

××× 

純 資 産 合 計 ××× 

資 産 合 計 ××× 負債・純資産合計 ××× 

(注) 1．表中の科目について、不要な科目は削除しても差し支えないこと。また、別に表示することが適当

であると認められるものについては、当該資産、負債及び純資産を示す名称を付した科目をもって、

別に掲記することを妨げないこと。 

   2．社会医療法人及び特定医療法人については、純資産の部の基金の科目を削除すること。 

   3．経過措置医療法人は、純資産の部の基金の科目の代わりに出資金とするとともに、代替基金の科目

を削除すること。 

様
式
第
二
号
（
第
十
七
条
関
係
）

様式第二号(第十七条関係) 

 法人名                           ※医療法人整理番号           

 所在地                           

 

損 益 計 算 書 

(自 平成・令和  年  月  日  至 平成・令和  年  月  日) 

(単位：千円) 

科 目  金 額  

 Ⅰ 事 業 損 益      

  A 本来業務事業損益     

   1 事 業 収 益    ××× 

   2 事 業 費 用      

    (1)事 業 費 ×××   

    (2)本 部 費 ××× ××× 

      本 来 業務事 業 利 益   ××× 

  B 附帯業務事業損益     

   1 事 業 収 益    ××× 

   2 事 業 費 用    ××× 

      附 帯 業務事 業 利益    ××× 

  C 収益業務事業損益     

   1 事 業 収 益    ××× 

   2 事 業 費 用    ××× 

      収 益 業務事 業 利益    ××× 

事 業 利 益    ××× 

 Ⅱ 事 業 外 収 益      

      受 取 利 息 ×××   

      その他の事業外収益 ××× ××× 

 Ⅲ 事 業 外 費 用     

      支 払 利 息 ×××   

      その他の事業外費用 ××× ××× 

経 常 利 益    ××× 

 Ⅳ 特 別 利 益      

      固 定 資 産 売 却 益 ×××   

      その他の特別利益 ××× ××× 

 Ⅴ 特 別 損 失      

      固 定 資 産 売 却 損  ×××   

      その他の特別損失 ××× ××× 

       税 引 前 当 期 純 利 益   ××× 

       法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税 ×××   

       法 人 税 等 調 整 額 ××× ××× 

       当 期 純 利 益   ××× 

(注) 1．利益がマイナスとなる場合には、「利益」を「損失」と表示すること。 

   2．表中の科目について、不要な科目は削除しても差し支えないこと。また、別に表示することが適当

であると認められるものについては、当該事業損益、事業外収益、事業外費用、特別利益及び特別

損失をを示す名称を付した科目をもって、別に掲記することを妨げないこと。 
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